◇カントリー・ベルの解説
　＊著しいネタバレの宝庫。本編を読んでから見てくださいマ～シ～。

　うん・・・・・・短っ！　短編で１２ｐってどうなんだろうね。ま、でもいいか。細かい事は気にしなくっても！
　で、今更なんですが“時間軸１”の作品は兄弟作品で、一応時間配列上の順序が存在しています。順番は「１：積み木の町」「２：メーデン皇帝領」「３：カントリー・ベル」。

　別に順番をテキトウに読んでもらって全然オッケィなのですが、朱雀の必殺技（ぽいもの）である“赤い弾丸”の紹介というサブ役割がたぶん生きません。

　まず“１”でその存在をほのめかして、“２”で「あら、撃てば強いじゃない」と思ってもらい、そして“３”で「ああ、万能じゃないんだ……」と感じてもらうのが理想です。

　アレの詳しい説明は後の本編に譲りますが、とりあえず『定めた標的に当れば強いが、当るまでは普通の弾丸と同じ』と理解してもらえればＧＯＯＤです。
　ということで、解説はっじまるよぉ～↓

＠勝手に自問自答

Ｑ：女性型ロボットに名前はあるの？

Ａ：あります。彼女の名前はハヌマーン。西遊記のゴクウ＝ソンゴクウ（違）の元になった神様の名前です。「それは地球の伝説だろ？」という質問には次項で解説します。

Ｑ：女性型ロボットはなぜ一人称が「僕」？

Ａ：彼女を作った女博士の趣味です。彼女は物語の舞台になっている世界から地球に渡った人物で（この辺の設定は後々。今は「へぇ～、で？」とテキトウでＯＫ）、ロボットを作りまくっている高名でしかも変な人です。

　彼女は女性型ロボットのみを製作しており、全て一人称は「僕」。だから彼女が製作したロボットは一発でわかります。
　彼女は世界最強のロボと名高いキングダムクイーン（通称「女帝」）を筆頭とした女性型ロボットを大量に生産しています。加えて「ここは私の国」宣言によって彼女の研究所は他のロボット学者達から“僕っ子王国”などと呼ばれています。　やっぱり変な人です。

Ｑ：白虎は“獣人”とかの類？
Ａ：いいえ、ただの人間です。ただ、やたらと頑丈で力強くて回復が早くて猪突猛進なだけ。無茶な事態も「気合」で片付けるタイプです。
Ｑ：ユンロンが心の中で謝っていますが、あれはなんで？

Ａ：ここは解説しようか迷ったのですが、さすがに解釈が面倒かなと思ったので一応解説します。あれは“愛深き故”です。ユンロンの愛が本物であることがアレで確定していますね。え、解説になってないって？　感じるんだ……フォース的な物を。
Ｑ：朴（パク）さんをもっと知りたいの！

Ａ：（＊長い解説に注意！）パクさんはユンロンの高校時代の先輩です。

　ユンロンが本当の自分に目覚めたのは高校を出てから。都市の短大に通っていましたが、その短大時代に「女性として生きる」ことを決めたようです。

　高校時代に美術部だったユンロンは同じ部の先輩、パクさんに恋をします。が、その時は学ランを着たバリバリ男の状態。とはいえ、容姿端麗で周囲からも「女性みたい」「女だったら……」と言われていたのでどちらかというと「女性」のような扱いを受けていました。パクさんもユンロンを「可愛い後輩」としてよく面倒を見ていました。

　幼い頃から家では未来の極道頭として育てられていますが、学校ではそれを隠して大人しい人として振舞っていました（実際大人しいのですが）。だから学校生活での周囲の空気がユンロンを「女」として目覚めさせてしまったのかもしれません。

　やがて高校を卒業して都会に出ても故郷に残っているパクさんを忘れられなかったユンロンは「女」として１６回パクさんにアタックしています。　多いですね、それだけ愛深き……と言いたいところですが、ぶっちゃけストーカー化していた次期もありました。

　ユンロンもそうなるといよいよ家でも本性を顕にします。

　本編で最後、朱雀が納得していた理由以上に、実は父親が必死にユンロンを引きとめる理由があったのです。それはユンロンを男として扱うこともそうですが、何より我が子がストーカー行為を働いていたら普通止めるでしょう。つまり、ユンロンの父は悪人――かはまだわかりませんが、常識はある人だということです。

　さて、ここまでを踏まえた上でパクさんの反応を考えてみると……なんと穏やかなことか。１７回目のアタックで、しかも今まで一度もユンロンを邪険に扱った事は無く、初期にあったユンロンが身内を利用した“強引なアタック”にも屈していません。強引な手段を用いられた後もそれはユンロンが本当に自分を愛してくれているからだと理解して、尚且つ自分を通す為、丁寧に、しかしはっきりと断り続ける――。

　人として立派すぎます。しかも彼は画家として大成できる実力がありながら病弱かつ貧乏な両親の為に才能を磨り減らして働いています。“金”さえあればという状況ですが、だからといってユンロンの愛を利用することもありません。
　――――パク。お前、漢だゼ……！

＠ちょっくら補足でもしてみっか！

▽プログラムに逆らうハヌマーン
　補足というか願いというか。「３秒ほど逆らった」の部分を踏まえて読めば、彼女の悲しさがより伝わると思うので注目してほしいです。それは「ロボットが命令に逆らうってことは、相当“彼”を好いていたんだなぁ」ということだけでなく、“人を愛したが故の行為”が生んだ結果を思っていただきたいところです。それが彼女への良い供養になります。
　本編は比較的明るくて最後もまぁ、ハッピーというか和やかに終わっていますが、個人的にはコレが“時間軸１”で一番悲しいものだと思っています。それはこの物語が明るいが故、彼女の終了が“物”の終わりとして片付けられているから故――。
＠サブタイトル一覧

　各「Ａｃｔ」のサブタイ公開。後付ウホホイ！

Ａｃｔ０（５）：レディ・ハート

Ａｃｔ１：敬和は知り合いが通っていた大学から取ったのよ。
Ａｃｔ２：意外な展開クリエイター！

Ａｃｔ３：ボロ屋での相談会

Ａｃｔ４：故郷の味？
Ａｃｔ５：機械仕掛けの女
Ａｃｔ６：繋げ、店主！

Ａｃｔ７：激闘の後
Ａｃｔ８：このネタとハヌのために記録しました。
Ａｃｔ９：現実見てれば良いってものでもないけど、見なければ見ないでヤバイよね＝ど

　　　　　っちもどっち。
